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≡新用語解説（13）＿ 温室効果気体

…

　温室効果気体とは，地球から宇宙空間に射出される赤

外放射（熱放射）を吸収する大気分子成分の総称である．

地球は太陽放射を吸収し，赤外放射を射出することによ

って熱的平衡状態を保っているが，地球大気は概して太

陽放射に対しては透明である一方，赤外放射に対しては

温室効果気体のためにかなり不透明である．その結果，

地球はエネルギーを蓄積することになり，大気一地表系

の温度は温室効果気体が存在しない場合と比べて高温に

なっている．実際，宇宙空間から観測される地球の等価

黒体温度は255。Kであるが，地表での全球平均気温は

およそ288。Kである．

　第1図に人工衛星で宇宙空問より観測された地球の赤

外放射のスペクトルの例を示す（Hane18厩乙，1972）．

これを見ると，約8～12μmの波長域においては放射エ

ネルギーが大きく，温度の高い地表面で射出された赤外

放射が大気の影響を受けずに宇宙空間まで到達している

ことがわかる．これに対し放射エネルギーの小さい波長

域は，大気中の温室効果気体によって地表から赤外放射

が途中で吸収され，より温度が低い大気から再び射出さ

れる赤外放射を見ていることを表している．すなわち，

地表面で射出された赤外放射は温室効果気体分子の振動

エネルギー準位や回転エネルギー準位の遷移に伴って吸

収されるが，地球大気の大部分では局所熱力学的平衡が

成り立っているために，吸収された放射エネルギーは速
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やかに分子の並進運動エネルギー（熱エネルギー）に変

換される．そして，その熱エネルギーは再び赤外域の黒

体放射として射出されることにより，また熱力学および

流体力学的過程を通して大気一地表系に再配分される．

従って，もし温室効果気体が増加すると，大気が地表か

らの赤外放射をより多く吸収し，その結果，地表の温度

は上昇することになる．

　ところで，地球大気中の温室効果気体の中で最も重要

なものは水蒸気であり，初めに述べた地球の等価黒体温

度と全球平均地表気温の差の要因は大部分が水蒸気の存

在によるものである．第1図にも見られるように，水蒸

気の吸収帯は6．3μm付近を中心とする振動回転帯と15

μmより長い波長域に存在する回転帯で形成されている．

それらの間は窓領域となっているが，ここにも弱いなが

ら水蒸気の連続吸収体が存在している．しかしながら，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（P264へっづく）
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第1図　サ・・ラ砂漠上空において人工衛星Nimbus

　　　　4号で観測された地球放射（赤外放射）の
　　　　スペクトル．点線は等価黒体温度の放射輝

　　　　度を示す（Hanel8加1．，1972）．
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第2図 各温室効果気体の増加による地表気温の上

昇量．右側の目盛りは二酸化炭素のみの増

加による昇温を1としたときの割合を示す
（Ramanathan6知ム，1985）．
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（P260からつづく）

水蒸気量は地球の温度その他の複雑な気候システムによ

って必然的に決まる気候変動の内的要因であり，将来の

気候変動予測に対する影響については他の温室効果気体

のように，その増減について単純なシナリオを描いて評

価することは困難である．これに対し，二酸化炭素に代

表されるように濃度の変動が人間活動に起因する温室効

果気体は，一応平衡状態にある地球の気候システムに新

たに加わる要素であり，気候変動の外的要因と見なすこ

とができる．これらの温室効果気体の中で主なものとし

ては，二酸化炭素のほかにメタン，フ・ン，一酸化二窒

素，対流圏オゾソ等が挙げられるが，いずれも地表から

の赤外放射エネルギーが大きく，しかも水蒸気による影

響の弱い窓領域付近に吸収帯を持っているため，気体の

濃度はいずれも微量であるに．もかかわらずその影響は小

さくない．その定量的な評価の一例として，Ramanathan

4α1．，（1985）が1980年から2030年までの温室効果気体

の濃度変化シナリオと放射対流平衡モデルを用いて計算

した地表気温の変化を第2図に示す．これを見ると，二

酸化炭素のみによる地表気温の上昇はで0．71。Cあり，

また，その他の温室効果気体の影響も含めると全体で

1．54。Cの上昇になると見積られており，2030年までの

50年間における二酸化炭素とその他の温室効果気体の影

響は同程度になると予想される．
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1990年度日本生命財団研究助成の募集のお知らせ

　人間活動と環境保全との調和に関する研究

一自然と人間の共生への新しい道を求めて一

助成の主旨

　　日本生命財団は，過去1年間にわたり環境分野の研

　究助成を行っており，本年度も標記の標題で公募を行

　います．

　　21世紀の豊かで調和のとれた環境づくりに貢献する

　独創的な研究，学際的な研究等ユニークな着想にもと

　づく研究計画をお持ちの研究者・グループのご応募を

　期待します．

研究助成の概要

　●応募資格は問いませんが意欲的に研究を遂行してい

　　ただける個人・グループ

　●選考方法：当財団選考委員会で厳正な選考のうえ，

　　9月の理事会にて決定

　●助成期間：1990年10月から1年間

　●助成金総額：1億円程度（予定）

応募方法

　●「応募要項」r申請書」は下記あて郵送用切手同封の

　　上，ご請求下さい．

　　　なお，r応募要項」「申請書」は5月中旬までにご

　　請求下さい．

　　（1部～2部250円，3部～4部360円）

　●「申請書」の提出期限：1990年5月25日（金）消印

　　まで

　　〒541大阪市東区今橋3－1－7　日本生命今橋ビル

　　日本生命財団　研究助成部　電話（06）204－4012
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